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特集「レジリエントな情報システム構築による
インターネットと運用技術」の編集にあたって

北口 善明1,a)

今日の情報化社会において，インターネットに代表され

る情報通信ネットワークや分散システムは，社会的インフ

ラストラクチャを支える基盤技術として我々の生活に必要

不可欠な存在となっている．そのため，このような情報シ

ステムを継続的かつ安定的に運用させるためには，自然災

害を含む突発的な障害に対する備えや，人為的な攻撃に対

するセキュリティ対策などが必要となる．これらの対策で

は，一部の機能障害により情報システム全体が機能不全に

なること避けるため，システムの多重化や冗長化が取られ

るが，被った障害から情報システムの機能を速やかに回復

する能力も求められることとなる．このような情報システ

ムのレジリエンス（復元力・回復力）を強化することで，

災害・障害・攻撃に対して強靭で柔軟性の高い情報システ

ムを実現することができると考えられる．

本特集号では，インターネットや情報システム運用を強

靭化するために欠かせないレジリエンスに焦点を当て，こ

れからの情報通信基盤の構築および活用に向けた最新の研

究/開発/実験/運用等に関する論文を掲載している．イン

ターネットを始めとするネットワークシステムに関連する

様々な運用技術の発展に寄与することを目指し，インター

ネットと運用技術（Internet and Operation Technology:

IOT）研究会が中心となって，企画・編集を行った．

本特集号には 13 編の論文が投稿され，19 名の委員か

らなる特集号編集委員会を中心に査読が進められた．編

集委員会には，2017年末に本特集号と同様のテーマで開

催された第 10回インターネットと運用技術シンポジウム

（IOTS2017）のプログラム委員経験者を迎えることにより，

テーマの連続性を強化と IOTS2017の発表を元にした論文

の投稿にもつながっている．加えて，本特集号に合わせて

「投稿予定論文に対するアドバイス精度」を設け，論文とし

て採録されるために必要な観点を投稿前に指摘することで

投稿時の論文品質を向上させる取り組みを実施した．結果

として，最終的な論文採択率を 61%にまで引き上げること

に成功し，8編の論文を採録するに至った．
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最後に，本特集号を企画する機会を与えていただくとと

もにその実施にご尽力，ご支援いただいた学会関係者各位

に感謝するとともに，本特集号に興味を持ち優れた論文を

ご投稿いただいた著者の方々と，多忙な中，多数の研究成

果を綿密に精査し，より良い論文にすべく有益なコメント

をご提供いただいたアドバイス委員，査読委員ならびに編

集委員の方々に深く感謝する．また，編集作業をサポート

いただいた副委員長および学会事務局の皆様に感謝する．

本特集が読者への有益な情報となり，今後の情報通信技術

発展の一助となることを期待したい．
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